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「
防
衛
問
題
」の
タ
ブ

ー
視
を
払
拭

安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築

に
関
す
る
懇
談
会
（
安
保
法
制

懇
）
と
安
倍
晋
三
首
相
に
よ
る
壮

大
な
「
防
衛
問
題
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
功
を
奏
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
は
、
憲
法
解
釈
を
変
更

し
て
集
団
的
自
衛
権
を
使
え
る
よ

う
に
す
る
閣
議
決
定
を
今
国
会
中

（
六
月
二
十
二
日
会
期
末
）
に
行

な
う
た
め
、
再
三
に
わ
た
り
自
民

党
幹
部
に
公
明
党
と
の
協
議
を
ま

と
め
る
よ
う
指
示
し
た
。
年
末
の

日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）「
見
直
し
」
前

に
結
論
を
出
す
た
め
だ
。

安
保
法
制
懇
が
、
五
月
十
五
日
に

「
集
団
的
自
衛
権
」
報
告
書
を
提

出
し
た
。
五
月
二
十
八
日
、
安
保

法
制
懇
が
提
出
し
た
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
報
告
と
安
倍
首
相

の
検
討
表
明
を
め
ぐ
っ
て
、
衆
議

院
予
算
委
員
会
で
国
会
論
議
が
あ

っ
た
。
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
に
否
定
的
な

野
党
と
の
論
議
は
か
み
合
わ
ず
、

安
倍
首
相
の
独
演
会
に
終
わ
っ

た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
護
憲
勢

力
を
中
心
に
解
釈
改
憲
反
対
の
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
国
会
前
で
の
抗

議
行
動
が
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
、

わ
れ
わ
れ
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
安
保
法
制
懇

お
よ
び
解
釈
改
憲
勢
力
は
、
労
働

者
・
勤
労
人
民
を
含
む
「
国
民
」

の
「
防
衛
問
題
」
タ
ブ
ー
視
を
完

全
に
払
拭
し
、
そ
の
目
論
見
を
貫

徹
し
つ
つ
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
有
事
立
法
問
題

が
起
き
た
と
き
、
当
時
の
中
曽
根

康
弘
首
相
は
、
満
を
持
し
た
よ
う

に
、
早
速
「
こ
れ
ま
で
防
衛
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
世
論
を

恐
れ
て
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、『
平
和
』
と
か
『
人
権
』

と
か
聖
域
と
さ
れ
て
き
た
タ
ブ
ー

に
挑
戦
す
る
と
き
が
来
て
い
る
」

と
決
意
を
表
明
し
た
。

解
釈
改
憲
で
明
文
改

憲
機
能
を
果
た
す

安
倍
壊
憲
は
、
明
文
改
憲
を
そ
の

先
に
見
据
え
、「
積
極
的
平
和
主

義
」・「
人
道
保
護
」
な
ど
の
マ
ヌ

ー
バ
を
使
っ
て
解
釈
改
憲
で
憲
法

「
改
正
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

二
〇
一
四
年
一
月
十
九
日
、
自
民

党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
運
動
方
針

は
、
靖
国
参
拝
継
続
、
改
憲
を
明

記
し
た
。「
不
戦
の
誓
い
」
は
削

除
。
憲
法
に
つ
い
て
「
時
代
に
即

し
た
現
実
的
な
改
正
を
行
な
う
」

と
明
記
。
第
九
条
の
明
文
改
憲
を

明
確
に
し
た
上
、
基
本
的
人
権
の

永
久
不
可
侵
性
を
削
除
し
た
自
民

党
憲
法
改
正
草
案
へ
の
「
正
し
い

理
解
」
を
深
め
、
改
憲
へ
の
「
機

運
を
高
め
て
い
く
」
と
し
て
、
全

国
で
改
憲
に
つ
い
て
の
「
対
話
集

会
」（
＝
国
民
的
合
意
形
成
）
を

展
開
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
海
外
で
の
戦
争
を
可
能

に
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
を
前
提
に
し
た
解
釈
改
憲
に
よ

っ
て
「
積
極
的
平
和
主
義
」
を

「
強
力
に
支
援
し
、
そ
の
た
め
の

国
際
貢
献
、
外
交
を
展
開
し
、
日

本
国
民
の
人
権
を
保
護
す
る
」
と

強
調
。
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
を
投

げ
捨
て
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

日
本
国
憲
法
の
三
大
根
本
規
範
の

一
つ
戦
争
放
棄
・
国
際
平
和
主
義

に
違
反
し
て
い
る
。

安
倍
壊
憲
に
お
け
る
「
解
釈
改

憲
」
論
の
展
開
は
、
明
文
改
憲
要

求
を
一
時
的
に
沈
黙
さ
せ
、
自
民

党
憲
法
改
正
草
案
を
封
印
さ
せ

た
。
さ
ら
に
「
解
釈
改
憲
」
は
、

憲
法
九
条
問
題
に
つ
い
て
「
憲
法

と
安
保
体
系
の
矛
盾
が
あ
た
か
も

な
い
よ
う
に
説
明
す
る
た
め
の
理

由
付
け
」
の
役
を
果
た
し
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
の
憲
法
論
に
よ
れ
ば
、

「
解
釈
改
憲
」
は
、
支
配
者
側
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
が
な
し
崩
し
的

で
あ
る
た
め
国
民
に
与
え
る
シ
ョ

ッ
ク
が
小
さ
い
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
ス
面
と
し
て
、
①
一
挙
に
事
態

を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
②

法
や
権
力
に
対
す
る
国
民
の
不
信

を
増
大
し
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
、

③
解
釈
改
憲
と
い
う
も
の
に
は
、

や
は
り
一
定
の
限
界
が
あ
る
。

安
倍
壊
憲
は
、
解
釈
改
憲
は
ど
こ

か
で
限
界
に
到
達
す
る
こ
と
が
避

け
ら
れ
な
い
と
い
う
法
理
論
的
常

識
を
無
視
し
解
釈
改
憲
を
無
限
大

に
拡
大
化
し
て
い
る
。
安
倍
政
権

は
、
解
釈
改
憲
に
よ
っ
て
、
明
文

改
憲
で
な
け
れ
ば
為
し
え
な
い
と

さ
れ
た
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
し
、
単
に
軍
隊
の
存
在
を

合
法
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
軍
隊

の
合
法
化
を
梃
子
と
し
て
国
家
支

配
体
制
と
し
て
の
軍
事
的
体
制
を

構
造
的
全
面
的
に
確
立
す
る
再
編

を
同
時
進
行
で
強
行
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
格
的
確
立
は
、

憲
法
に
基
づ
い
て
、
そ
の
支
配
を

正
当
化
す
る
こ
と
さ
え
も
必
要
と

し
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
憲
法

論
そ
の
も
の
が
法
律
論
と
し
て
も

意
味
を
持
た
な
く
な
る
。
そ
の
意

味
で
憲
法
の
「
法
」
と
し
て
の
存

在
理
由
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
安

倍
壊
憲
は
、
そ
う
し
た
フ
ァ
シ
ズ

ム
的
性
格
を
明
確
に
有
し
て
い

る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
帝
国
主
義

下
に
お
け
る
最
悪
の
搾
取
・
収
奪

体
制
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て

も
新
自
由
主
義
と
共
通
す
る
。

安
倍
壊
憲
の
歴
史
的

性
格
と
階
級
的
性
格

帝
国
主
義
の
属
性
＝
過
剰
資
本
蓄

積
の
下
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・
買
収
）

で
拡
大
巨
大
化
す
る
資
本
、
い
っ

そ
う
の
海
外
市
場
争
奪
、
資
源
お

よ
び
市
場
の
利
権
獲
得
・
拡
大
、

そ
れ
を
担
保
す
る
外
交
・
軍
事

力
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
は
、
市
場
獲
得
競
争
の

世
界
的
拡
大
に
と
も
な
う
ブ
ロ
ッ

ク
化
現
象
で
あ
る
。

新
自
由
主
義
に
基
づ
く
搾
取
・
収

奪
の
最
大
化
。
飽
く
な
き
搾
取
・

収
奪
の
典
型
は
、
と
め
ど
な
く
続

く
労
働
法
制
の
改
悪
＝
憲
法
二
五

条
（
生
存
権
）・
二
七
条
（
労
働

権
）・
二
八
条
（
労
働
三
権
）
違

反
の
常
態
化
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
就
労
し
て
い
る
労
働
者
の
四

割
近
く
を
占
め
る
非
正
規
労
働
者

を
正
規
労
働
者
化
す
る
こ
と
は
、

労
働
組
合
運
動
だ
け
の
問
題
に
止

ま
ら
な
い
社
会
主
義
革
命
運
動
を

含
む
広
い
意
味
で
の
労
働
運
動
が

め
ざ
す
べ
き
最
重
要
課
題
で
あ

る
。

急
速
に
進
む
世
界
構
造
の
再
編
の

な
か
で
、
日
本
の
資
本
家
階
級
と

安
倍
政
権
に
よ
る
軍
事
国
家
へ
の

再
編
、
軍
産
複
合
体
の
抬
頭
が
進

ん
で
い
る
。
日
本
資
本
主
義
に
と

っ
て
は
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
く

平
和
主
義
が
桎
梏
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
資
本
主
義
の
図
体
に
あ

っ
た
国
家
再
編
の
た
め
に
は
、
日

本
国
憲
法
の
破
壊
が
何
と
し
て
も

必
要
な
の
で
あ
る
。

閣
議
決
定
で
九
条
も

九
六
条
も
亡
き
も
の

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

「
防
衛
問
題
」
の
大
合
唱
（
そ
の

際
、
あ
り
も
し
な
い
朝
鮮
と
中
国

の
軍
事
的
脅
威
が
最
大
限
に
あ
お

ら
れ
る
）
の
な
か
、
自
衛
隊
の
本

格
的
な
海
外
派
兵
に
向
け
た
国
民

的
合
意
形
成
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
り
安
倍
首

相
は
憲
法
解
釈
を
変
え
、
自
衛
隊

に
よ
る
米
艦
防
護
や
ペ
ル
シ
ャ
湾

の
機
雷
除
去
に
道
を
開
く
こ
と
に

強
い
意
欲
を
示
し
た
。
首
相
は
答

弁
で
「
国
民
の
命
や
平
和
な
暮
ら

し
を
守
る
」
と
繰
り
返
し
強
調
し

た
。

国
民
の
合
意
を
形
成
で
き
る
可
能

性
の
あ
る
「
防
衛
論
」
を
大
い
に

盛
り
上
げ
、〝
夜
郎
自
大
〟
的
改

憲
論
の
繰
り
返
し
で
な
く
、
解
釈

改
憲
を
必
要
と
す
る
根
拠
を
「
防

衛
」、「
国
際
貢
献
・
外
交
展
開
」、

と
か
「
日
本
国
民
の
人
権
保
護
」、

「
国
際
社
会
の
一
員
」
な
ど
、
人

び
と
が
関
心
を
持
ち
や
す
い
問
題

に
求
め
て
い
る
。
改
憲
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
一

体
と
な
っ
て
出
て
く
る
。

改
憲
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
日
本
国

憲
法
の
価
値
理
念
の
「
肯
定
」

「
承
認
」
を
巧
み
に
強
調
す
る
。

つ
ま
り
改
憲
が
「
平
和
」「
人
権
」

「
民
主
主
義
」の「
拡
充
」「
強
化
」

と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
支
配
者

側
の
〝
平
和
主
義
〟
の
原
理
と

は
、
日
米
安
保
体
制
と
そ
の
下
で

の
自
衛
隊
の
存
在
を
含
ん
だ
現
存

す
る
日
本
国
の
軍
事
体
制
の
原
理

で
あ
る
。〝
民
主
主
義
〟
と
は
、

自
民
党
一
党
支
配
下
の
議
会
制
で

あ
る
。

安
倍
政
権
は
「
国
家
安
全
保
障
会

議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）」
設
置
法
、

特
定
秘
密
保
護
法
、
国
家
安
全
保

障
基
本
法
案
の
三
点
セ
ッ
ト
の
う

ち
、
そ
の
要
で
あ
る
国
家
安
全
保

障
基
本
法
案
を
先
送
り
し
、
こ
れ

に
関
連
す
る
自
衛
隊
法
や
周
辺
事

態
法
な
ど
の
「
改
正
」
案
を
秋
の

臨
時
国
会
に
出
す
と
言
っ
て
い

る
。
奥
平
康
弘
東
京
大
学
名
誉
教

授
は
、「
今
度
こ
そ
は
こ
れ
ま
で

の
憲
法
運
動
の
あ
ら
ゆ
る
経
緯
を

捨
て
て
、
何
と
し
て
も
憲
法
九
条

二
項
を
亡
き
も
の
に
し
て
、
自
衛

隊
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容

認
す
る
い
か
な
る
法
律
も
許
さ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
。
特
定
秘
密
保

護
法
の
と
き
は
運
動
の
側
の
起
ち

上
が
り
が
遅
か
っ
た
」
と
指
摘
し

た
。

閣
議
決
定
に
よ
る
解
釈
改
憲
は
、

立
憲
主
義
を
否
定
し
、
憲
法
九
条

の
平
和
主
義
と
、
九
六
条
の
憲
法

改
正
手
続
＝
国
民
主
権
（
人
民
主

権
）
の
死
刑
宣
告
で
あ
る
。
安
倍

政
権
の
今
回
の
手
口
は
明
文
改
憲

を
経
ず
し
て
、
憲
法
「
改
正
」
を

成
し
遂
げ
て
し
ま
う
攻
撃
だ
。
い

わ
ば
九
条
も
九
六
条
も
一
括
し
て

亡
き
も
の
に
す
る
も
の
だ
。
歴
史

的
暴
挙
を
決
し
て
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
特
定
秘
密

保
護
法
成
立
の
二
の
舞
を
演
じ
な

い
よ
う
に
、
安
倍
政
権
と
真
正
面

か
ら
対
決
し
、
今
度
こ
そ
か
れ
ら

の
思
惑
を
打
ち
砕
く
た
め
協
力
・

共
同
し
よ
う
。�

�

【
新
田　

進
】
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おもな内容
︿
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
﹀
講
演
「
す
っ
き
り
！
　
わ
か
る
　
集
団
的
自
衛
権
Ｑ
＆
Ａ
」
（
浅
井
基
文
）
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�
�
�
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２
～
４
面

︿
労
働
﹀
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
裁
判
不
当
判
決
を
糾
弾
す
る
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
５
面

︿
大
衆
運
動
﹀
戦
争
を
さ
せ
な
い
６
・
12
全
国
署
名
提
出
集
会
開
催
��
�
�
�
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�
�
�
�
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�
５
面

︿
政
治
﹀
安
倍
政
権
が
画
策
す
る
農
協
改
革
の
狙
い
は
何
か
（
石
原
健
二
・
農
業
問
題
研
究
者
）
���
�
�
�
�
５
面

︿
国
際
政
治
時
評
﹀
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
矛
盾
を
深
め
る
タ
イ
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
７
面

︿
文
化
﹀
美
術
「
ジ
ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ト
リ
エ
展
」
危
機
的
状
況
を
生
き
る
魂
の
フ
ォ
ル
ム
��
�
�
�
�
�
�
�
�
８
面

憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
ね
ら
い

閣
議
決
定
を
断
固
許
さ
な
い
！

「
愚
か
者
た
ち
に
服
従
は
し
な
い
！
」
６
・
12
戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
提
出
集
会
で
の
官

邸
前
抗
議
行
動（
撮
影
＝S

hinya

／
関
連
記
事
５
面
）


